
文
珠
荘
か
ら
の
お
知
ら
せ 

★
施
設
利
用
に
つ
い
て 

　
宿
泊
の
み
の
利
用
も
可
能
と
な

り
ま
し
た
。 

　
１
人
で
も
宿
泊
し
て
い
た
だ
け

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
定
休
日
は
毎
水
曜
日
で
す
。 

★
臨
時
休
館
日
（
第
３
火
曜
日
） 

　
　
１１
月
１５
日
（
火
） 

　
　
２
月
２１
日
（
火
） 

★
年
末
・
年
始
の
休
館
日 

１２
月
３０
日（
金
）〜
１
月
４
日（
水
） 

★
予
約
申
込
は
、
利
用
日
の
属
す

る
月
の
２
か
月
前
の
初
日
か
ら
予

約
で
き
ま
す
。
（
２４
年
２
月
中
の

利
用
は
１２
月
１
日
か
ら
の
予
約
と

な
り
ま
す
。
） 

★
月
の
初
日
の
受
付
時
間 

・
電
話
予
約
は
、
午
前
８
時
３０
分

か
ら
午
後
５
時
ま
で
。（
初
日
以

外
は
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

ま
で
） 

・
来
館
で
の
予
約
は
、
午
前
８
時

２０
分
か
ら
先
着
順
と
な
り
ま
す
。 

★
町
民
ふ
れ
あ
い
の
部
屋 

　
月
曜
日
と
木
曜
日
は
大
広
間
の

一
部
を
午
前
１０
時
か
ら
午
後
３
時

ま
で
開
放
し
て
い
ま
す
。
風
呂
利

用
者
ま
た
は
昼
食
を
申
し
込
む
方

は
休
憩
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
簡

単
な
昼
食
は
当
日
申
込
で
き
ま
す
。 

★
風
呂
の
み
の
利
用
者
は
、
午
前

１０
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
に
入
館

し
て
く
だ
さ
い
。
石
け
ん
、
タ
オ

ル
は
各
自
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

★
文
珠
荘
へ
は
、
巡
回
バ
ス
の
利

用
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

　
文
珠
荘
　
　
２２
・
４
０
５
１ 

（
健
康
福
祉
課
） 

  

巡
回
バ
ス
「
動
く
画
廊
」
の

お
知
ら
せ 

　
巡
回
バ
ス
を
動
く
画
廊
と
し
て
、

車
内
に
保
育
所
児
、
幼
稚
園
児
の

絵
を
展
示
し
て
い
ま
す
。 

　
１１
月
２０
日
（
日
）
か
ら
１２
月
１７

日（
土
）は
、
福
崎
幼
児
園（
保
育

所
部
）で
す
。 

　
巡
回
バ
ス
を
ご
利
用
の
う
え
、

ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

（
健
康
福
祉
課
） 
  

特
定
疾
患
者
の
方
へ 

　
福
崎
町
で
は
、
原
因
が
不
明
で

治
療
方
法
が
確
立
し
て
い
な
い
特

定
疾
患
に
か
か
っ
て
い
る
方
に
対

し
、
毎
年
お
見
舞
金
を
支
給
し
て

い
ま
す
。 

　
支
給
を
希
望
す
る
方
は
、
次
の

も
の
を
持
参
の
う
え
、
役
場
健
康

福
祉
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の 

①
兵
庫
県
か
ら
交
付
さ
れ
て
い
る

「
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
」
の

写
し（
有
効
期
間
内
の
も
の
。「
特

定
疾
患
登
録
者
証
」
で
は
受
給
で

き
ま
せ
ん
。
） 

②
振
込
先
の
通
帳
の
写
し 

③
印
鑑 

　
受
付
期
間
は
、
１２
月
１
日（
木
）

か
ら
１２
月
２２
日
（
木
）
ま
で
で
す
。 

　
詳
し
く
は
、
役
場
健
康
福
祉
課

（
内
線
３
５
４
）
へ
。 

  

産
業
活
性
化
緊
急
支
援
事
業（
住

宅
改
修
助
成
制
度
）の
活
用
を
！ 

　
町
内
の
施
工
業
者
を
利
用
し
、

住
宅
等
の
修
繕
、
補
修
等
改
修
工

事
を
行
う
場
合
に
、
そ
の
経
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。 

補
助
の
対
象
者 

・
町
内
に
居
住
し
、
住
所
登
録
が

あ
る
人 

補
助
の
対
象
と
な
る
住
宅 

・
対
象
者
が
所
有
し
、
自
己
の
居
住

の
用
に
供
し
て
い
る
町
内
の
住
宅

及
び
こ
れ
に
付
属
す
る
施
設 

・
集
合
住
宅
は
対
象
者
の
専
有
部
分
、

併
用
住
宅
は
住
居
部
分
の
み 

補
助
の
対
象
と
な
る
工
事 

　
町
内
に
本
店
が
あ
る
施
工
業
者

を
利
用
し
て
行
う
改
修
工
事
に
要

す
る
経
費
が
２０
万
円
以
上
の
工
事 

※
福
崎
町
競
争
入
札
等
参
加
資
格

登
録
業
者
に
限
り
ま
す
。 

※
太
陽
光
発
電
等
省
エ
ネ
改
修
工

事
も
対
象
で
す
。 

補
助
金
の
額 

・
工
事
に
要
す
る
経
費
の
５
％
に

相
当
す
る
額
以
内
で
５
万
円
を

限
度 

補
助
の
対
象
期
間 

　
平
成
２６
年
３
月
３１
日
ま
で 

補
助
の
回
数 

　
同
一
住
居
ま
た
は
同
一
人
に
つ

い
て
１
回 

補
助
金
申
請
の
手
続
き 

　
改
修
工
事
の
着
工
前
に
、
補
助

金
交
付
申
請
書
に
事
業
計
画
書
・

収
支
予
算
書
・
建
物
登
記
簿
謄
本

ま
た
は
証
明
で
き
る
物
・
改
修
見

積
書
・
施
工
前
写
真
を
添
付
し
、

産
業
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
産
業
課
（
内
線
３
９
４
） 

１７ 

お知らせ 

information

・火の取り扱いには充分注意してください。 
・住宅用火災警報器は設置しましたか？ 
・「１１９番通報」の正しい利用をお願いします。 
※火災予防の相談は、中播消防署（　２３－０１１９）または
姫路市消防局予防課（　０７９－２２３－９５３２）へ。 

秋季全国火災予防運動 
11月9日（水）～15日（火） 

『消したはず　決めつけないで　もう一度』 

中播磨男女共同参画推進事業２０１１年 中播磨男女共同参画推進事業２０１１年 
「笑顔でコミュニケーション　　　　　　 
　　　　　～思いをキャッチしちゃおう～」 

　男女がともに責任を 

分かち合い、地域での 

講座などを実施してい 

る中播磨男女共同参画 

推進員の事業です。 

　お互いを理解し、認 

め合う大切さを学びましょう。 
 

講　師　落語家　三遊亭楽団治さん 

　　　　（「ひょうご笑いの会」事務局長） 

日　時　１２月７日（水）　１３:００～１４:３０ 

場　所　福崎西中学校　体育館 

参加費　無料 

共　催　福崎西中学校・ＰＴＡ 



検
察
審
査
員
選
定
に
ご
協
力
を 

　
１１
月
中
旬
に
、
平
成
２４
年
度
検

察
審
査
員
候
補
者
に
な
ら
れ
た
方

全
員
に
検
察
審
査
員
候
補
者
名
簿

に
登
載
さ
れ
た
旨
の
通
知
を
行
い

ま
す
。 

　
ま
た
、
同
候
補
者
の
う
ち
、
一

部
の
方
に
は
、
質
問
票
を
あ
わ
せ

て
送
付
し
ま
す
。 

　
こ
の
通
知
が
届
き
ま
し
た
ら
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
検
察
審
査
会
制
度
に
つ
い
て
詳

し
く
は
、
最
寄
り
の
検
察
審
査
会

へ
。 

○
姫
路
検
察
審
査
会
事
務
局 

　
０
７
９
・
２
２
３
・
２
９
１
３ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://w
w
w
.courts.go.jp/kensin/ 

 

商
業
・
法
人
登
記
事
務
の
取

扱
庁
の
変
更
に
つ
い
て 

　
現
在
、
神
戸
地
方
法
務
局
姫
路

支
局
で
取
り
扱
っ
て
い
る
会
社
・

法
人
登
記
事
務
は
、
１１
月
２１
日 

（
月
）
か
ら
、
神
戸
地
方
法
務
局

法
人
登
記
部
門
で
取
り
扱
い
ま
す
。 

　
会
社
・
法
人
の
登
記
事
項
証
明

書
、
印
鑑
証
明
書
の
交
付
事
務
（
動

産
・
債
権
譲
渡
に
係
る
概
要
記
録

事
項
証
明
書
の
交
付
事
務
を
含
む
）

は
、
引
き
続
き
姫
路
支
局
で
取
り

扱
い
ま
す
。 

　
不
動
産
登
記
事
務
に
つ
い
て
は
、

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
ま
た
、
登
記
申
請
に
つ
い
て
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
オ

ン
ラ
イ
ン
申
請
ま
た
は
郵
送
申
請

を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

神
戸
地
方
法
務
局
法
人
登
記
部
門 

　
０
７
８
・
３
９
２
・
１
９
０
１ 

　
０
７
８
・
３
９
２
・
１
８
２
１ 

 

中
・
西
播
磨
地
区
精
神
保
健

福
祉
研
修
会 

　
躁
う
つ
病
・
認
知
症
・
発
達
障

害
等
の
精
神
疾
患
は
年
齢
な
ど
に

関
係
な
く
誰
で
も
発
症
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。 

　
安
心
し
て
地
域
で
く
ら
せ
る
地

域
づ
く
り
を
め
ざ
す
た
め
に
は
、

精
神
疾
患
に
対
す
る
正
し
い
知
識

と
治
療
が
必
要
で
す
。
ど
な
た
で

も
、
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

日
時
　
１１
月
２７
日（
日
） 

　
　
　
１３
時
〜
１６
時 

場
所
　
エ
ル
デ
ホ
ー
ル 

問
い
合
わ
せ
先 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
中
播
磨
峰
の
会 

　
２２
・
７
５
３
７ 

 

ひ
め
じ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
事
業
出
張
相
談
会
開
催 

　
ひ
め
じ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
は
、
「
地
域
に
お
け
る
若

者
自
立
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

モ
デ
ル
事
業
」
の
一
環
で
、
厚
生

労
働
省
か
ら
委
託
を
受
け
た
特
定

非
営
利
活
動
法
人
コ
ム
サ
ロ
ン
２１

が
運
営
を
し
て
い
ま
す
。 

　
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱
え
て
い

る
若
者
を
対
象
に
、
出
張
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。 

日
時
　
１１
月
２４
日（
木
） 

　
１３
時
３０
分
〜
、
１４
時
３０
分
〜
、 

　
１５
時
３０
分
〜 

　
（
各
１
人
・
予
約
制
） 

会
場
　
サ
ル
ビ
ア
会
館
　
研
修
室 

内
容
　
「
働
く
自
信
が
な
い
」
な

ど
の
心
の
問
題
を
抱
え
る
１５
歳

か
ら
概
ね
３９
歳
ま
で
の
若
者
や

そ
の
保
護
者
か
ら
の
相
談 

就
労
し
よ
う
と
す
る
若
者
に
対

し
て
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
関
す
る

相
談
な
ど 

締
切
　
１１
月
１７
日（
木
）ま
で 

主
催
・
共
催
　
ひ
め
じ
若
者
サ
ポ

ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
神
河
町
・

市
川
町
・
福
崎
町 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

　
産
業
課
（
内
線
３
９
３
） 

 

ば
ん
た
ん
フ
ェ
ス
タ
開
催 

　
播
但
連
絡
道
路
の
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
で
「
ば
ん
た
ん
フ
ェ
ス
タ
」

を
開
催
し
ま
す
。
播
磨
、
但
馬
の

旬
の
味
覚
や
特
産
品
が
い
っ
ぱ
い
！

播
磨
、
但
馬
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
た
ち

と
記
念
撮
影
も
で
き
ま
す
。
休
日

の
ひ
と
と
き
を
「
ば
ん
た
ん
フ
ェ

ス
タ
」
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

開
催
日
　
１１
月
２７
日（
日
） 

開
催
時
間 

○
市
川
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア（
北
行

き
）
９
時
〜
１４
時 

○
朝
来
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア（
南
行

き
）
１１
時
〜
１６
時 

問
い
合
わ
せ
先 

播
但
連
絡
道
路
利
用
促
進
協
議
会 

　
０
７
８
・
２
３
２
・
９
６
３
５ 

●文化センター行事予定（11／22～12／19） 

神崎学園 
日時：１２月８日（木）１３：２０～１５：２０　専門講座 
 
福寿学園 
日時：１２月８日（木）１０：００～１２：００　専門講座 
　　　１２月１５日（木）１０：００～１２：００　専門講座 
 
サルビアセミナー（公開講座） 
日時：１１月２５日（金）１３：３０～１５：００ 
演題：お薬の上手な使い方 
講師：ぼうしや薬局 
　　　　薬剤師　松岡洋平さん 
＊上記公開講座は、一般の方も参加できます。 

１８ 

日 　 時  
場 　 所  
参 加 費  
コ ー ス  
 
 
 
 
 
内 　 容  
 
申込方法 
 
 
 
問い合わせ先 

１２月１０日（土）１０：００～（受付９：３０～）※小雨決行 
JA兵庫西　福崎ライスセンター 
無料　昼食は各自用意（豚汁無料配布） 
福崎ライスセンター→桜下池・桜上池→岩尾神社
→西光寺野疏水路（レンガのトンネル）→東広畑
古墳・東新田古墳→石造の五重塔→町民第１グラ
ンド（昼食・ため池教室・交流講座）→辻川界隈・
柳田國男ゆかりの地→桜上池・桜下池→福崎ライ
スセンター（約７㎞） 
・募集人数　２００人 
・交流講座「ため池と河童伝説」（予定） 
所定の申込書、官製はがき、ファックスで参加者
全員の住所・氏名・年齢・電話番号を記載のうえ、
１１月２２日（火）までに西光寺野土地改良区へお申
し込みください。 
・西光寺野土地改良区　　・Fax２２－００３６ 
　〒６７９－２２０３　福崎町南田原２１３１番地 
・役場産業課（内線３９２） 

ため池百選・近代化産業遺産・柳田國男ゆかりの地を巡る！ 
『第９回銀の馬車道ため池ウォーキング』 
ため池百選・近代化産業遺産・柳田國男ゆかりの地を巡る！ 
『第９回銀の馬車道ため池ウォーキング』 

 お詫びと訂正　（広報ふくさき１０月号） 
　３ページの少年少女将棋大会受賞者に誤りがありま
した。正しくは次のとおりです。 
　「高学年の部」準優勝　小西風雅 
　心からお詫びし、訂正します。　　　（社会教育課） 

お
お
む 

そ
う 



「
福
崎
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
フ
ェ

ス
タ
大
会
」
参
加
者
募
集
！ 

日
時
　
１２
月
１１
日（
日
） 

　
　
　
午
前
９
時
受
付
・
開
会 

場
所
　
第
１
体
育
館 

参
加
資
格
　
町
内
在
住
・
在
勤
・

　
　
　
　
　
在
学
者 

チ
ー
ム
編
成
　
６
人
制
（
男
子
２

人
以
下
・
女
子
４
人
以
上
ま
た

は
女
子
６
人
） 

参
加
費
　
１
チ
ー
ム
２
０
０
０
円 

申
込
　
１１
月
２６
日
（
土
）
ま
で
に

第
１
体
育
館
（
　
２２
・
１
１
５

３
）
ま
た
は
協
会
役
員
・
大
杉

（
　
２２
・
３
２
３
１
）
へ 

そ
よ
風
に
コ
ス
モ
ス
畑
の
花
の
波 

　
　
　
　
　
　
　
　
廣
瀬
　
純
水 

 
し
な
や
か
に
風
に
委
ね
し
秋
櫻 

　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
　
晃
美 

 

コ
ス
モ
ス
の
彩
濃
く
暮
る
る
飛
騨

路
か
な
　
　
　
　
　
柴
田
喜
美
子 

 

秋
櫻
会
釈
で
通
る
女
高
生 

　
　
　
　
　
　
　
　
長
尾
美
恵
子 

 

好
き
な
花
選
び
て
貰
う
秋
櫻 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
喜
代
子 

目
薬
の
一
滴
滲
み
る
秋
の
冷
え 

　
　
　
　
　
　
　
　
大
畑
せ
つ
子 

 

朝
餉
支
度
手
足
に
覚
ゆ
秋
の
冷
え 

　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
纓
女 

 

秋
冷
え
や
ひ
と
り
米
研
ぐ
夕
厨 

　
　
　
　
　
　
　
　
田
原
よ
し
子 

 

母
逝
き
て
実
家
縁
遠
し
ち
ち
ろ
鳴

く
　
　
　
　
　
　
　
千
家
　
栄
子 

 

新
蕎
麦
の
幟
は
た
め
く
信
州
路 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
ち
よ
の 

 

蔓
花
の
伸
び
て
か
ら
み
し
秋
の
草 

　
　
　
　
　
　
　
　
志
水
は
る
子 

ち
ち
ろ
鳴
く
里
の
外
灯
ほ
の
暗
し 

　
　
　
　
　
　
　
　
岸
上
加
津
美 

 

夕
冷
え
日
夫
と
味
わ
う
熱
き
お
茶 

　
　
　
　
　
　
　
　
難
波
は
る
み 

 

古
寺
の
土
塀
の
中
に
乱
れ
萩 

　
　
　
　
　
　
　
　
白
井
　
幸
代 

 

吾
が
庭
で
鳴
け
よ
蟋
蟀
も
う
日
暮

れ
　
　
　
　
　
　
　
水
田
　
芙
美 

 

間
引
き
菜
の
ほ
ん
の
り
苦
き
一
夜

漬
　
　
　
　
　
　
　
水
田
　
京
子 

 

手
前
味
噌
農
婦
の
味
の
摘
み
菜
汁 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
勝
美 

朝
の
気
を
吸
い
て
澄
み
た
る
山
鳩
の
声
に
聞
き
入
り

今
日
の
始
ま
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
澄
子 

 

ひ
と
雫
ま
た
ひ
と
し
ず
く
音
に
た
ち
蹲
踞
涼
し
き
輪

を
描
き
つ
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
　
　
淨
代 

 

愚
痴
ば
か
り
言
っ
て
は
辛
抱
す
る
夫
強
さ
は
昭
和
の

ひ
と
け
た
生
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
畑
　
輝
代 
 

雨
に
煙
る
み
ど
り
の
高
原
砥
峰
に
少
女
ハ
イ
ジ
の
ア

ル
プ
ス
描
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
向
井
記
美
子 

 

か
た
も
た
げ
頭
擡
げ
て
雲
の
峰
　
入
道
雲
は
晩
夏
の

空
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
奥
　
輝
明 

 

救
急
車
表
に
止
り
し
夜
半
す
ぎ
見
送
る
空
に
オ
リ
オ

ン
の
起
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
清
市 

敗
戦
は
夢
の
よ
う
な
り
電
燈
も
暗
く
し
な
く
て
昔
に

も
ど
る
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
田
垣
婦
美 

 

白
鷺
の
ね
ぐ
ら
と
な
り
し
池
の
辺
の
高
き
一
樹
を
夕

や
み
包
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
田
千
枝
子 

 

蛍
袋
の
あ
か
り
が
迎
え
る
中
の
湯
お
ん
せ
ん
焼
岳
望

む
宿
は
夕
暮
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
　
旭 

 

覆
堂
の
中
に
鎮
も
る
金
色
堂
の
そ
の
華
麗
さ
に
人
ら

黙
せ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
井
　
　
健 

 

茄
子
の
葉
の
白
虫
い
く
百
つ
ぶ
し
い
る
菩
薩
の
貌
な

ど
　
も
と
て
も
で
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
八
重
子 

 

読
む
で
な
く
樹
々
の
名
札
を
見
て
あ
れ
ば
蝉
の
羽
ば

た
き
し
じ
ま
を
破
る
　
　
　
　
　
　
　
内
山
　
嗣
隆 

も
た 

つ
く
ば
い 

お
お
い
ど
う 

し 

い
ろ 

あ
さ
げ 

さ
　
と 

の
ぼ
り 

つ
る
ば
な 

俳

句

会 

短

歌

会 

ス
ポ
ー
ツ 

交
通
災
害
共
済
に
家
族
で
加
入

し
ま
せ
ん
か
？ 

　
交
通
事
故
は
、
い
つ
、
ど
こ
で

起
こ
る
か
予
測
で
き
ま
せ
ん
。 

　
万
一
に
備
え
て
、
簡
単
な
手
続

き
で
加
入
で
き
る
兵
庫
県
市
町
交

通
災
害
共
済
に
ご
家
族
み
ん
な
で

加
入
し
ま
し
ょ
う
。 

　
た
だ
い
ま
平
成
２４
年
度
分
の
加

入
申
込
の
取
り
ま
と
め
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

加
入
資
格 

　
町
内
に
住
ん
で
い
る
方
、
も
し

く
は
町
内
に
勤
務
ま
た
は
在
学
し

て
い
る
方 

※
他
の
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
て

も
、
こ
の
共
済
の
見
舞
金
は
支

払
わ
れ
ま
す
。 

共
済
内
容 

　
通
院
３
日
以
上
の
交
通
傷
害
に

対
し
見
舞
金
（
３
万
〜
） 

※
た
だ
し
、
悪
質
な
法
令
違
反
や

重
大
な
過
失
が
加
入
者
に
認
め

ら
れ
る
場
合
は
、
支
給
制
限
の

対
象
と
な
り
ま
す
。 

共
済
期
間 

平
成
２４
年
４
月
１
日
〜
平
成
２５
年

３
月
３１
日 

※
途
中
加
入
者
は
申
込
日
の
翌
日

〜
平
成
２５
年
３
月
３１
日 

申
込
用
紙 

　
各
戸
配
布
ま
た
は
郵
送
さ
れ
た

も
の
（
役
場
住
民
生
活
課
窓
口
で

も
配
布
し
て
い
ま
す
。
） 

共
済
掛
金 

　
年
額
１
人
あ
た
り
５
０
０
円 
 

申
込
方
法 

　
申
込
書
兼
預
金
口
座
振
替
届
出

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
返

信
用
封
筒
で
郵
送
す
る
か
、
取
り

ま
と
め
を
さ
れ
て
い
る
方
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。 

　
役
場
住
民
生
活
課
で
も
受
付
し

て
い
ま
す
。 

※
本
年
度
か
ら
加
入
方
法
が
現
金

か
ら
口
座
振
替
に
変
更
に
な
り

ま
し
た
。
現
金
で
の
加
入
を
希

望
す
る
方
は
直
接
住
民
生
活
課

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

　
詳
し
く
は
、
交
通
災
害
共
済
チ

ラ
シ
ま
た
は
住
民
生
活
課
窓
口
、

福
崎
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。 （

住
民
生
活
課
） 

１９ 



No.283
乳幼児・小学生・中学生・高校生対象 
　　定期予防接種は順調に進んでいますか？ 

２０ 

　法律にもとづく予防接種は、ＢＣＧ・ポリオ・
三種混合・二種混合・麻しん風しん（１期・２期・
３期・４期）・日本脳炎です。 
　接種対象年齢の方については、接種料金が無料
であり、万が一事故が起きた場合も予防接種法で
対応します。感染・重症化の予防のために、忘れ
ずに接種しましょう。 

（大学入学時などにも、集団感染予防のため、接種
済みの記録の提出を求められるようになってきて
います。） 
　接種したかどうかわからない、接種スケジュー
ルがわからないなど、予防接種についての質問が
ありましたら、早めに保健センターへ問い合わせ
てください。　　　　　２２－０５６０（内線３６０～３６３） 

予防接種名 対象年齢 
Ｂ　Ｃ　Ｇ 
ポ　リ　オ 
三 種 混 合 
二 種 混 合 

６か月に至るまで 
生後３月から９０月に至るまで 
生後３月から９０月に至るまで 
１１歳以上１３歳未満（小学６年生に通知） 
生後１２月から２４月に至るまで 
小学就学前１年間（幼稚園児に相当する年齢の児に通知） 
１３歳となる日の属する年度（中学１年生に通知） 
１８歳となる日の属する年度（高校３年生に相当する方に通知） 
＊海外へ修学旅行に行く高校2年生も対象 

接種差し控え期間の、平成７年６月１日から平成１９年４月１日生まれの方は、 
現在、上記に関係なく接種できます。） 

生後６月から９０月に至るまでの者 
９歳以上１３歳未満（小学４年生から６年生に通知） 

麻しん 

風しん 

日本脳炎 

１期 
２期 
３期 

４期 

１期 
２期 

＊ 

第116号 

　今年の公開講座は、不登校の現状とその支援につい
ての講演です。講師の草壁先生は、特別支援教育の分
野における長期研修を修了され、昨年１年間、不登校
児支援に成果をあげている『やまびこの郷（朝来市）』
で、不登校についての対応を学ばれています。 
　発達障害児に不登校が多い理由とは？携帯電話・ネ
ットが身近になった現代ならではの事情もふまえ、発
達障害と不登校の関係について解説していただきます。 
　さらに、支援現場での取り組みから学んだ子どもの
受け止め方、不登校を予防する対応の仕方についても
お話しいただきます。 
　子どもを支援するために学校の先生にできること、
家庭でできること、私たち地域住民にできることとは
何なのか？について理解を深める講演会です。 

日時　１１月２６日（土）１４:００～１６:００ 
場所　ケアステーションかんざき 
　　　２階研修ホール（公立神崎総合病院に隣接） 
講師　市川町立瀬加小学校　特別支援学級担任 
　　　　草壁佳織さん 
参加費　無料 
その他　託児あり（ご希望の方はケアステーシ

ョンかんざき　３２－１９１０へ事前に申し
込みください。） 

　※駐車場は病院南駐車場をご利用ください。 

不登校の現状とその支援 不登校の現状とその支援 
～発達障害のある子どもたちの支援を中心に～ 



保健センターだより 

２１ 

内　　容 対　　象 場所 受付時間 月日（曜） 

一般健康相談  

母子健康手帳交付 

すくすく相談  
 

1歳お誕生相談 

3 か 月 児 健診  

4 か 月児 健 診  

10か月児のあばばクラブ 

1歳6か月児健診 

一般希望者 

妊 婦  

乳児希望者 

幼児希望者 

H２２.９月生まれの児 

H２３.８月生まれの児 

Ｈ２３.７月生まれの児 

Ｈ２３.１月生まれの児 

H２２.３・４月生まれの児 

９時３０分～１１時 

８時３０分～１７時 

１０時３０分～１１時３０分 

１３時３０分～１５時 

９時３０分～１０時 

１３時１５分～１３時４５分 

１３時１５分～１３時４５分 

９時４５分～１０時 

１３時３０分～１４時 

１１/１４（月） 

月～金 

１１/１４（月） 
 

１１/１４（月） 

１１/３０（水） 

１１/１５（火） 

１１/３０（水） 

１１/１６（水） 

保
健
セ
ン
タ
ー 

保健センター11月定例行事予定 

＊三種混合（ＤＰＴ）、二種混合（ＤＴ）、麻しん風しん混合（ＭＲ）、
日本脳炎は、指定医療機関にて随時行っています。（要予約）
対象者は忘れずに、接種を受けましょう。 
　三種混合（ＤＰＴ）、日本脳炎を受ける際は、接種間隔に気を
つけましょう。 
＊麻しん風しん混合（ＭＲ）予防接種は、中学１年生・高校３年
生の方を対象に行っています。体調の良い時に、早めに接種し
てください。 

平成23年度専門栄養相談日

　難病などに関する食

と栄養の相談や加工食

品の栄養成分表示の相

談など、専門的な栄養

相談の窓口です。 

　お気軽にご利用くだ

さい！ 

開催日時 

第２・水 

１１月 

９ 

１２月 

１４ 

平成２４年１月 

１１ 

２月 

８ 

３月 

１４ 

相談日　毎月第２水曜日 
　　　　９：３０～１１：３０ 

場　所　中播磨健康福祉事務所 

平成２３年度の相談日 

免疫がつくには、接種してから約２週間かかり、効果は約５か月間継続します。 
流行に備え、１１月中には接種を済ませるようにしましょう。　　　　　　　　 

高齢者インフルエンザ予防接種が始まりました 
期間　10月24日（月）～12月29日（木） 

今年のテーマ 

　ＷＨＯ（世界保健機関）は、１９８８年に世界的レベルでのエ
イズまん延防止と患者・感染者に対する差別・偏見の解消を
図ることを目的として、１２月１日を“World AIDS DAY”
（世界エイズデー）と定めました。 

エイズとわたし　～支えることと防ぐこと～ 

　エイズは、自分にとって遠い存在で無関係と思っ
ていませんか？エイズについてもっと関心を持つこ
と。自分も感染しないように防ぐこと。世界中の
HIV感染者やエイズ患者を理解して支えること。あ
なたもエイズについて考えてみませんか。 
　平成２２年のHIV感染者とエイズ患者の新規報告数
は１,５４４人で、平均すると「１日あたり約４人」が新
たに報告されました。 
　年齢別にみると、２０～３０歳代に多いです。 
　感染経路は、①性行為による感染　②注射器具の
共用など血液を介しての感染　③お母さんから赤ち

ゃんへの母子感染です。 
　エイズを発症するまでは自覚症状がほとんどない
ため、感染を早期に知るにはHIV検査（血液検査）が
必要です。 
 
ＨＩＶ検査について 
実施機関　中播磨健康福祉事務所（福崎保健所） 
実 施 日　原則　毎月第１・第３水曜日（予約制） 
検査費用　無料 

　　※検査は匿名で受けることができます。 

専門栄養相談・エイズに関する問い合わせ先 
中播磨健康福祉事務所（福崎保健所）地域保健課　　２２－１２３４ 



◆福崎町民憲章◆ 

一、恵まれた自然を生かし、住みよい、調和
のとれた町をつくりましょう。 

一、豊かな伝統と歴史を守り、教養を深め、
香りたかい文化の町をつくりましょう。 

一、人を大切にし、みんなで助けあい、豊か
な心がふれあう町をつくりましょう。 

一、心と体をきたえ、健康で、明るく楽しい
町をつくりましょう。 

一、くふうと努力を重ね、生きがいある、未
来をひらく町をつくりましょう。 

施設電話案内 

役 場 ・ 教 育 委 員 会  
エ ル デ ホ ー ル  
文 化 セ ン タ ー  
図 書 館  
生 活 科 学 セ ン タ ー  
体 育 館  
子 育 て学習センター  
子 育 て支援センター  
サ ル ビ ア 会 館  
も ち の 木 会 館  
保 健 セ ン タ ー  
文 珠 荘  
春 日 ふ れ あ い 会 館  
社 会 福 祉 協 議 会  

第１デイサービスセンター 
第１在宅介護支援センター 
第２デイサービスセンター 
第２在宅介護支援センター 
ホームヘルパーステーション 
シルバー人材センター 
も ち む ぎ の や か た  
ス ポ ー ツ 公 園  
老 人 ホ ー ム  
青少年野外活動センター 
給 食 セ ン タ ー  
歴 史 民 俗 資 料 館  
柳田國男・松岡家記念館 

この広報誌は再生紙を使っています。 ホームページアドレス　http://www.town.fukusaki.hyogo.jp/

編集・発行/福崎町広報委員会　〒679－2280　兵庫県神崎郡福崎町南田原3116番地の1　TEL0790○0560 FAX0790○0687　印刷/中井綜合印刷㈱ TEL0790○0300２２ ２３ ２２ 

町民のうごき 

平成２３年９月末現在 

７，２２０世帯 
９，３７８人　 
　７９人　 
１１人　 

人　口 
女 
転　出 
死　亡 

１９，７０９人 
１０，３３１人 
　５３人 
９人 
 

世帯数 
男 
転　入 
出　生 

２２ 

 　
１０
月
９
日（
日
）秋
祭
り
本
宮
。
各
地
区
の

屋
台
が
集
結
し
ま
し
た
。
大
き
な
か
け
声
と

と
も
に
美
し
い
屋
台
が
見
事
に
差
し
上
げ
ら

れ
る
た
び
に
、
大
き
な
拍
手
と
歓
声
が
沸
き

起
こ
り
、
秋
晴
れ
の
空
に
響
き
わ
た
り
ま
し

た
。 （

福
崎
町
広
報
委
員
会
・
内
線
２
２
１
） 

■
表
紙
写
真
の
説
明 

　
辻
川
界
隈
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
は
、
柳
田
國
男

生
家
、
歴
史
民
俗
資
料
館（
旧
神
崎
郡
役
所
）、
大
庄
屋
三

木
家
住
宅
な
ど
が
集
ま
る
「
辻
川
界
隈
」
に
伝
わ
る
歴
史

や
文
化
を
よ
り
多
く
の
方
々
に
紹
介
す
る
た
め
、
平
成
１９

年
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。 

　
最
初
の
１
年
は
、
民
俗
学
や
地
域
の
歴
史
な
ど
ガ
イ
ド

に
必
要
な
知
識
を
得
る
た
め
、
月
１
回
の
勉
強
会
を
行
い
、

平
成
２０
年
か
ら
実
際
の
ガ
イ
ド
を
始
め
ま
し
た
。
現
在
１４
人
か
ら
な
る
メ
ン

バ
ー
で
、
県
内
外
か
ら
訪
れ
る
多
く
の
方
々
に
観
光
案
内
を
し
て
い
ま
す
。

当
初
は
大
勢
の
前
で
話
す
こ
と
が
恥
ず
か
し
か
っ
た
り
、
民
俗
学
に
詳
し
い

方
か
ら
難
し
い
質
問
を
受
け
た
り
と
い
ろ
い
ろ
な
苦
労
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
案
内
し
た
方
々
に
「
来
て
よ
か
っ
た
。
あ
り
が
と
う
。
」
と
言
わ
れ

る
と
、
さ
ら
に
が
ん
ば
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
る
そ
う
で
す
。 

　
私
た
ち
も
実
際
の
観
光
ガ
イ
ド
に
同
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
担

当
の
方
の
熱
心
な
説
明
を
受
け
な
が
ら
散
策
す
る
こ
と
で
、

福
崎
町
の
歴
史
や
文
化
を
今
ま
で
以
上
に
身
近
に
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
町
内
の
方
か
ら
の
申
し
込
み
も
歓

迎
と
の
こ
と
で
す
の
で
、
地
元
の
こ
と
を
知
り
た
い
方
、

よ
り
深
く
福
崎
町
の
魅
力
に
触
れ
て
み
た
い
方
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
利
用
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
　
　
　
　
　
（
福
田
好
美
・
森
　
友
和
・
吉
田
　
卓
） 


